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高度な産業技術の普及推進
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等）数

 

6位 11.0%3

4

政策
評価
シート
(A)

適切

【施策群設定：適切】地元企業への産業技術の普及には，企業のみ
の技術革新のみならず大学等の新たな技術を企業へ移転すること
を積極的に進める必要がある。政策目的を達成するためには，企業
等の課題やニーズを把握し，最新の技術情報などを企業に情報提
供し，その結果として技術移転が進められるものであり，特に施策
３，４，５，６は相互に連携して進められるべきものである。
【政策評価指標群：適切】当該指標は今回新規設定されたものであ
るが，大学等の研究機関における新技術の企業への移転を図る上
では有効な手法であり適切である。なお，施策６「産学官連携による
技術の普及」に指標が設定されており，本県としても東北大学をは
じめとする多くの大学を有していることから県内産業の振興のため
に重点的に取り組むものである。
【施策群の有効性：有効】政策全体の政策評価指標達成状況では
「判定不能」，政策満足度結果から「有効」，社会経済情勢の点から
は「有効」と判定した。
【総括】上記３点を総合的に検証した結果「適切」と判断する。
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中
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適切

【県関与・事業群設定：適切】本施策での県の役割は，国の支援策
等を活用しながら事業を推進し，特に産業技術総合センターにお
いては技術面での企業支援，大学等との連携を推進することであ
る。事業は施策目的に沿うものであり設定は適切である。
【事業群の有効性：有効】施策満足度は59→50→59と推移している
が，従来から予算を伴わない手法により事業を実施してきた結果で
ありおおむね有効と言える。なお，政策評価指標「先端・基盤技術
高度化支援事業における産学連携グループ（研究会等）数」は新規
設定のため有効性の判定ができない。国内では，産業振興の地域
間競争が活発になってきており，地域の学術研究機関の技術を企
業に普及させることが有効である。
【事業群の効率性：効率的】これまで非予算的に行ってきたことによ
り潜在的な需要を引き出しており，今回の予算化に伴い効果の発
現が期待されることから効率的と言える。
【総括】上記３点を総合的に検証した結果「適切」と判断する。

 

・・・

2位

4位

中17.2%

拡大

【評価結果から抽出される課題と対応策】
　政策評価指標の目標値を達成するために、今後重点的に事業実
施していく必要がある。
　効率性は、事業を行っていないため評価はできないが、妥当性、
有効性については、政策目標、施策目標に合致した事業を実施す
るものであり、今後重点的に事業実施していく必要がある。

【施策・事業の方向性】
　高度な技術の普及拡大のため、さらに事業を拡大すべきである。
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